令和８年度　地域連携推進会議　議事録
社会福祉法人みのり会　三和みのり園
管理者　　　小川　勇己

開催日時：令和８年６月２９日（月）　　　　　　　　
開催場所：三和みのり園　　本館会議室
出席者　：利　用　者・・・松脇勝利　様
　　　　　利用者家族・・・井川英雄　様
　　　　　地域関係者・・・浅野　誠　様
　　　　　施設職員　・・・管　理　者　　小川勇己
　　　　　　　　　　　　　主　　　任　　武田明美　大森由香
　　　　　　　　　　　　　記　　　録　　川上博之

「会議内容」
1 管理者挨拶（開会）
2 出席者紹介
3 地域連携推進会議の目的と役割の説明を行う。
4 三和みのり園の状況報告をPowerPointにて説明する。
【利用者の状況】　　　
入所人数　男性（71名）　女性（75名）　 入所人数（146名）
平均年齢　男性（53.9歳）女性（57.4歳）　全体平均（54.6歳）
【サービスの種類】　
生活介護・入所支援・自立訓練・短期入所
【職員構成】　　　　　
管理者（1名）　医師（1名）　看護師（2名）　事務員（8名）
サービス管理責任者（4名）　生活支援員（51名）
栄養士（1名）　清掃員（2名）　介助員（2名）
合計（72名）
【日常生活について】
日　中　活　動  ：機能訓練、創作的活動、園芸作業、椎茸作業
　 行事の企画、運営：歓迎遠足、運動会、文化祭、日帰り旅行等を毎月企画し行っている。
 医療機関との連携：必要に応じて通院、情報交換を行う。
家族との連絡：帰省、外出、入院等の際の準備を行う。







5 災害時・感染症・虐待防止について
【BCP（業務継続計画）】
当事業所は令和４年４月より災害時・感染時における業務継続計画を策定運用している事。年２回災害、感染症対策訓練、研修を実施している事を説明する。
【委員会の設置】
感染症・虐待防止については各委員会を設置し施設内研修を年２回行っている事を説明する。
6 施設等・地域との連携
【障害についてのレクチャー】
療育手帳、障害支援区分、障害者手帳についての説明を行い、当施設の状況を説明する。強度行動障害についての説明を行い当施設でも近年は対象者が増加傾向にある事を説明する。また利用者の高齢化が進み身体機能、認知機能の低下が著しく低下しており車椅子の使用頻度が増加してきている。また支援が難しい方も増え、次の生活の場（専門病院や老人施設）を提案する事も増えてきている事を説明する。徘徊等の可能性もあり地域の方に現状を知っていただき万が一の場合のご協力をお願いする。
【近隣からの苦情の共有】
数年前に出勤、退社時の車、バイクのスピード、音について苦情の連絡があったが近年は施設内で注意喚起を行う事で苦情はきていない状況である事を説明する。
7 利用者の権利擁護
【虐待・事故・ヒヤリハットの報告】
虐待については研修等を行う事で虐待は起きていない。事故、ヒヤリハットの報告については利用者の高齢化が進み運動能力の低下が原因による怪我が以前より増加傾向にある事を報告する。
8 質疑応答・要望
【利用者】
・市民大清掃へ参加させて欲しい。
・魚釣りへ行きたい。
　⇒来年度の計画を立てる際に可能な限り検討させていただきます。
【利用者家族】
・土砂災害が起きた場合の対応はどのようにするのですか。
⇒当施設は土砂災害危険区域に指定されており、ＢＣＰを基本とし訓練を行い、食事、必要物品等の備蓄
状態を説明する。また地域関係者（三和地区消防団長）より災害が起きそうな場合は見回りを行い早めに
危険を知らせれるよう努めていると助言して頂く。
【地域関係者】
・避難訓練等はどのようにしておこなわれているのか。また、どのような想定で行っているのか。
　⇒火災（昼・夜）、地震、土砂、防犯訓練を行い万一に備えている。また当施設は土砂災害危険区域に
立地されている為、日頃より園内整備等を行い被害を最小限に抑えるよう努めている。
9 管理者挨拶（施設見学日程調整・閉会）
10 施設見学（６月２５日）
　　男子棟、女子等それぞれの施設見学を行って頂いた。利用者の高齢化に伴い、特別浴槽、低床ベッドを導入している為、そちらを見学して頂いた。また利用者とコミュニケーションをとりながら施設の現状を知っていただいた。
